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久 保 健 氏 (教育大 ･理 )
rc.p二A.による局在ス ピン間 を運動する伝 導電子の
状態の計算｣
田 村 良 雄 , 和 田 靖 氏 (東大 ･理 )
｢Magnetic Structuresin Type∬ SuperconductorsJ









小 谷 章 雄
｢金属の内殻電子 と光励起 における不完全殻 の挙動｣
菅 野 暁 , 里 子 充 敏
｢ァルカ リ/､ライ ド励起子による真空紫外吸収｣
浅 野 摂 郎 氏 (物性研 )
｢K.K.R.法による不純物準位の計算｣
客員部門ゼ ミナール (A棟 5階 輪講室 A.P.10:30- 2時間 )















和 田 宏 氏 (北大理 )
｢LangevinEquationforGeneralHarmonicHeat
Bath｣
貞 方 一 也 氏 (北大理 )
｢-金属 ･絶縁体転移に対する不純物の効果｣
益 田 義 賀 氏 (名大理 )
｢近藤効果 と超伝導｣
高 橋 秀 俊 氏 (東大理 )
｢数値計算雑話｣





真 木 和 美 氏 (東北大 ･理 )
"超伝導の理論 "
-374-
プ レプ リン ト案内







EXCHANGE NARROWING OF ELECTRON SPIN
























SOLUTION OF PERCtJS-YEVICK EQUATION FOR
WII)OM-ROWLINSON MODEL
(113)26.G.GallavottiandI.L.Lebowitz
sOME REMARK ON ISING SPIN SYSTEMS
(114)26.M.CassandroandG.Gallavotti,J.L.Lebowitzand
J.L.Monroe
宜XISTENCE AND UNIQUENESS OF EQUILIBRIUM
STATES FOR SOME SPIN ANDCONTINUUM SYSTEMS
(115)26. SheldonGoldstein,OscarD.LanfordIll andJoel
L.Lebowitz






INEQUALITIES FO旦 PENETRABLE SPHERE MODEL
SYSTEMS
(118) 3. RolfI.andauer
ENTROPY CHANGES FOR STEADY STATE
FLUCTUATIONS







第 59回 研 究 部 員 会 議 事 録
1973年 6月28日, 29日
































1.転 入 川崎恭持氏 (米国テンプル大学 )が教授として7月 1日付で着
任される｡








松尾和洋 (東 大,理 )
豊田清助 (東北大 工 )








岩尾秀嶺 (金訳大,教養 ) S48.5.1 - S49.2.28
林 弘文 (静岡大,教養 ) ′/
7.外国人招聴
J.i.Rosner(ミネ ソタ大 ) 5.20- 6.19
･<外国人招聴>
短期の外国人研究員招碑の制度が不安定になっていたが,今年度も昨年度と同
様,学振の外国人流動研究員の予算を別件で reserVeできた(≦ 150万円 )0
今年度は共同利用研全体のものと考えるということなので,核研と基研共通の
人,プラズマ研関係各 1名をこの枠の中で考慮することとなっている｡
















西島和彦氏 (東大理 )が 5月に1ケ月滞在 ｡♪











































(ニューヨー ク州立大学 )量子場 .7壷 - %
(サセックス大学 ) 宇宙論 8月頃
(ジョー ジア大学 ) 物性理論 10月頃



















従来通 り｢広い意味の素粒子論｣, ｢任期 3± 1.5年｣というのでよ
いだろうか｡
異 議 な し
大 槻 従来通りと仮 りに決めておき,この研究部員会議中に関係ある議論が
(議長 ) 出てくれば再検討すること､がありうるとしておく｡それがなければこ
のまま決定とするっ






















員より少 し多い人の集 まった所で討論 し記録にまとめるということ
を考えている｡シンポジゥムの性格,規模,分野について議論 して
いただきたい｡
湯 川 シンポジゥム 1日でいろいろやるのは稚 しくないか｡
他分野はよく知らないが.素粒子,宇宙物理では最近新 しいものが
出つつある｡思いきって集中的に考えてはどうか｡
宮 沢 人数はどれ ぐらいを考えておられるのか｡
位 田 予算が決って/いないのではっきりしない｡





沢 田 シリーズの一環 として,日本を中心 としてやられているテーマで重
要な時期にさしかかっているものに重点 をおいてやるのがよい｡























































谷 川 科研費はせ りあいになるだろうが, うまく調整するよう努力 したい｡




内 山 今のところ IUPAPに入っていない｡
小 沼 IUPAPの下部組織 と.いうことになれば分担金をIUPAPに出して
いるからというので政府からのお金は出なくなるだろう｡
田中- 生物学では国際的に推進する事業にUNESCOから援助 をうけてお り,
いろいろのや り方が考えられる｡





























小 沼 基研の研究計画に関係があ り,基研が共催,後援またはそれに値する
と判断したものには財政的援助をしうるということでよいのではなヤ､
か｡








大 槻 これまでの議論 を参考にしてインフ･オーマル ･ミーティングで, もっ
とつめていただきたい｡
その後予算案と要求額が以下のよう･に提示され














要 求 額 旅 費 405.5万円+ (20周年記念行事 )































短期 5.｢GeneralRelativiけ andGravitation｣と短期 7･｢超高エ
ネ′しギー素粒字物理学における新現象｣は人数が多いこと,サポー ト
があったことを考慮 した｡
モレキュール 2.｢Unnaturalparity･･eychange と Urmaturalparity
mesons｣ にっいては研究会 を2回計画しておられるのを1回にし,
来年度再提案したらということだった｡
























昨日の原案では1日半の計画だったが,インフォーマル ｡ミー テ ィ
ングでの意見も考慮 して研究部員会議を1日に圧縮 し, 2日間シン
ポジウムを開くことにしたい｡予算額は基研 3階に入れる範囲で研
究部員以外の人も呼ぶのに必要な金額 ということ｡













田中正 ｢素粒子の時空記述｣は昨年と同額の要求に対 し,2＼0万円 (昨年






や ｢核研シンポ｣を充分含み うるものだと思 うが,応募された研究
計画を総花的に認めたことがひびいているのだと思 う｡




宮 沢 山口氏に賛成,研究会を有意義にやるにはminimum の unitがあ
る｡又申 し込めば必ずレ､くらかはもらえるという風潮になると困る｡
大 槻 一律削減はやっていない｡座長の方はもっと細かい配慮 をされた｡
小 沼 座長,議長団拝インフォーマル ･ミーティングでのいろいろの意見
を総合的に判断 して,今回はどれかの計画を完全におとすというこ
とをしなかったのだと思 う｡
田中- ｢20周年｣ の参加者のイメージはどういうものか｡ 50万円とい
う金額が中途半端で使いにくい金額にはなっていることはないか｡
位 田 実行委員会で計画が作 られてからでないと何ともいえないが,3階
の講演室に入る範囲 と思っている｡
山口Y インフォーマル ･ミーティングでも指適 したが,いい方が紳士的す
ぎて,真意が伝わらなかったように思 う｡とにかくずさんで問題の
ある研究会が多すぎる｡例えば

















































山 口 提案説明書を読む限 りではそういうことは読み とれない｡もっとち
ゃんと考えて書くべきだ｡
田中- ｢新 しい原子核像｣については十分価値がある｡ 1950年代はmo
delproposal の時代であり,60年代は内容の発展があった｡
70年代に隼,新 しい息吹きカ嘘 じられるoその息吹が ｢夏の学校｣
この prOpOSalに出ている｡
小 川 easy going-の警戒は必要だが,あまりきび しくすると,若い人
が計画を出せなくなる｡出ている芽を育てるという考慮もしなけれ
ばならない｡




大 貫 Fa血eev 理論の勉強ということになっていやが,最近の学会の特
別講演で もやったことだし,かなり一般的に知られている.それを
勉強 していないとすれば不勉強ではないか｡




















以上の議論にもとづき,核研シンポジウムの旅費 を20万円に増額 し,次の通 り
決定した｡
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昭 和 48年 度 後 期 研 究 計 画 決 定 一 覧
テ マ 世 話 人 棉 . 餐-(要求嶺) 校 費(要求鮪 ) 開催予定時期 ･m pS(参加者数 )
義1.Urbaryon模型による素粒子反応 井町昌弘 松岡武夫,坂東昌子 万円 o(α)万円 印刷費
如期研 6)DualResonanceModelの諸間鰭 河原林研:細田昌孝,松田 哲斉藤 武湯川秀樹,片山泰久 .田中 dr 15(25) 20(20) 1月末 20名
㊥原子核における回転唾軌 阿部恭久,小川建吾,庄野義之o西山精読 15(20) 48年末-49年初め
(4)ShortDistanceBehavioursandAnmale 牟田泰三 益川敏英,佐々木隆山 雅夫 15(22) 11月初旬3日間 ～20名
究 @ GencralRclativityandGravitation 内山鹿 鰐 佐藤文隆. 2()(25) 10月25-27.日頃 約30名
計画 ㊥ 3,4_体問題の学校 尾立晋梓,笹川辰弥o 10(35) '73.秋3日間 ～25名
㊥ 超高エネ/レギー素粒子物理学における新現象(8 融解現象とその周辺 武谷三男.藤本陽一o 0 '73.秋3~-4日間 ～20名
上田 蚊;吉田 健,蔵本由紀小川 泰寺本 英,松 博樹o 20(27) ･73二lt. 4日間 約25名㊥ 分子進化の理論 18 0 11月中旬又は下旬 1
小 計Q)HadronのMagneticMono-pole-模型④ t}nnatura]prity eXchageと 148(229) 20(2O+a)
モレキ二Li/ 沢rT]哲雄?亀崎公矩井上研三,河辺哲次,植原正行 10(30)188 23 0(10)3 3 第--回1O月終頃∴ 3 下旬夏休みに一回 10-15人 (公募 )計算費Unnaturarparitymesons@ 複合粒子間散乱の微視的モデ′レによる 志賀邦男 鍵山茂徳 坂東昌子○川口隆 九後汰一郎,中村輝 吉岡正和安東愛之輔阿塾恭久 ′東 軍弘 鈴木宣之 12月頃一回1 初旬
ナ マ 悼 .話 人 _ 旅 費ー(要求嫡 ). 校 費(要求猿) 開催予定時期 偏 . 辛(参加者数)
モレキュI′ ④ 液体金属の三体力と静的構造 長谷川正之,o遠藤裕久,大島隆三辻 和彦,その他若干名 _8.5(8.5)万円 .20(26)_万円 '73.川_I74.2京大, 上2度 京 計算費㊥ 真空子と多重発生の構造⑥ 原子核の素励起とその相互作用 ･鍵山茂徳森井俊行,野 田二次男○山岸憲治 小林昭二.,落合史生青 政利 南方久和 +α坂田文 .松柳研一;泉本利章栗 悼 金時信夫 岡 良治 7 12 )12 5 51 10 /束か '′1~13男装 )3日間
小 計 77.5(126.5) 60(75)
そ (1)革研2O周年記念行事 基研所員会議- 50 (β .) 401(10) 秋の部員会議の時 約 30名印 刷費
㈲ 一新しい原子核像｣シンポジウム 坂東弘治,樋浦 順,藤田純一- 25 (30 )0 2 12月頃3日間.
小 計 95 (5()+P) 5O(1b)






9. 研究情報センター (仮称 )構想について














リン ト･ライブラリーは素粒子 ･原子核に範囲 を限定 して考えていく｡ このライブ
ラ リー の仕事 として次のようなことが考えられる｡国内に対 しては,プレプリント
の分類別 リス トの配布や,要求に応 じてアブス トラク トサービス, コピーサービス
を行い,国外に対 しては日本のプレプ リント･リス トを速報 し,将来はSLACLe Iゝ
ESY などのプレプリン トセンターとの情報交換 も考えたい｡
プレプリン ト･ライブラ リー には中または小型のコンピューターを置 く｡完成時
の専従職員 ( system;nalyser,operator,puncher,)事務員,秘書 )の数は 10
人位が適当と考えている｡ -
2)研究情報の分析 と総合






















た二次情報という考え方はこの点にある｡ それはまた客員部門での review (三次
情報 )作魂という構想にもつながっている｡












































































-大 学 . 教 員 数 教 員 1人 当 り
学部学生琴 大学院生数 一般職員数 研究費(方)講義.セミナ
Nl 69 3.6 ー 1.5 0.51 一 .172 1.3
Tl 64 2.2 2.2 0.75 175 0.83
01 51 1.7 1.7 0.29 142 1.1
Kl 48 2.8 1.6 0.42 121 0.60
K2 41 3.0 1.6 0.4_6 79 2.q
T2 37 2.3 1.4 0.135 94.7 0.84
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資 料
大 学 . 教 員 数 _ 教 員 1 人 当 り
学部学生数 大学院生数 一般職貞数 研究費 (万)講義.セミナ
N2 , 20 3.9 0.9 0.40 97 ! 3.5
K302 1 2017 3.0 1.2 0.15 105* 4.0l 6 8 71* t 29
･S1 15 6.3 - 0.0 100 3.0 .
*T3 ･13 l 6.0 - 0.08 55 3.7
S2Ⅰ I 1.2 5.9 - 0.25 111T 4.383 092~ 8 ?A
区切は博士 教授か ら教務員まで含 3,4年学生数 .留年者 . 非常勤は含 *特殊装置 週1回で半























議題 10 ｢学術研究体制小委員会報告と討論｣ 資料
地方大学,小大学に焦点をあてて










































































田中正 高 等 教 育 の将来計 画 に ついては,学術会議が中心になってきているが,
教 育 の 大 衆 化 (5 0 年 に は大学進学率40goになるという)の一方,
研 究 の 最 高 の 水 準 を 保 た ねばならや いOこの関係をどうとらえるか.
教 育 の 理 念 問 題 で 開 き 直 って発言 しなければならない｡この理念問題
は long range に と ら え て,空論といわれようと学問を進める立場を
は っ き り さ せ な け れ ば な らない｡
低 エ ネ ル ギ ー 核 実 験 の 分 野 では地域センター構想がでている｡これは,
従 来 研 究 に 主 力 が 注 が れ て きたが,学部まで含めた教育と研究のセン























































10.27 第 34回総会 ):
'1.科学の国際協力は平和-の貢献を目的とすべきこと｡
2: 〟 は全世界的であるべきこと｡










(i)各国の科学研究を ｢国際的科学｣の単なる一部分と見 るコスモポ リタニズムと
真の国際性 とを区別 しなければならない｡
(i) 各国,ないし諸民族に根をおろした科学こそが国際的科学研究に有意義な寄与
をな しうる｡ しかしそれは独善的なものであってはならない.0 (独善性-客観性
の否定 )
(jij) 各国の科学研究の特色は研究の内容のみならず,
(a)研究のス トラテジー,組織性 (原子核将来計画,共同利用研究所 )o
















とくに研究情報が氾濫 し,研究者の数が激増 しっ ゝあるなかで,各国の科学研究
を正しく継承発展させるという観点のもとで国際的視野をもつ研究者を養成するこ
と｡若年研究者の国際交流の促進はこの意味でもきわめて重要である｡
(文責 田中 正,牧 二郎 )































































註 A案 5±2年の教授を公募 し,在職中の教授から任期 2年
(重任は可能 )の所長を選出する｡ (所長在職中は教授
の任期に数えない｡)
??? ? ? ? ? ? ‥‥



































大学院問題もこゝは特殊なや り方で, 10年前に暫定的にや り方を決
めこれまで続けてきた｡つまり理学部あっての基研ということが,今
でも大学院問題についてはある.
宮 沢 ｢過渡期｣でなくなったのだか らB奏 の可能性も考えてほしい｡
山口Y Bの可能性に賛成するo京 大教授 はだれ で も所 長 の 資格 があるめかo
牧 基研の教授ポス トがっまって いて も, 京 大 内 か ら兼 任 と して所 長 を呼
ぶことができる｡
荒 木 数理解析研は教授に空きポス トが あ るが∴ 所 長は理学 部 か らの兼任 で
ある｡































































































山 口 Proceedings は拙速であってもはやくできるのが望ましく,シンポ
ジウムの2年もあとに立派なProceedingsができてもその意義はき
わめてうすいと考えて8月末〆切を世話人会で決めた｡






































































第 60 回 運 営 委 員 会 議 事 録
1973年 6月30日
於 コロキ ウム室
議 長 牧 二郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,久保亮玉,中嶋貞雄,山口嘉夫,大貫義郎,小川修三,












(任期は昭和48年 8月 1日から昭和50年 7月 31日迄 )
学外委員
湯川秀樹,久保亮五 (学識経験者 )
小川修三,大貫義郎,田中 -,山口嘉夫 (素粒子関係 )















































滞 在 時 期 予 算
(本人の希望 ) (決定 )




o静谷謙一 (東大 教養 Dl) 10月 1ケ月
場の理論,CurrentAlgebra･
｡ JnanadevaMaharana(東大 理 国費研究留学生 ) %一% 1ケ月
Studyofinclusivereactionsandapplicationofdualmodelto
inclusiveprocesses･
oA.Sundarum(東工大 理 学振奨励研究員 ) 7月or~9月 1ケ月
VectorMesonDominanceModel,Regge現象論,散乱の現象論
o藤坂博一 (九大 理 Dl) 11月 1ケ月
二次の相転移に伴なう動的臨界現象の統計力学的研究
o塚原周信 (立大 理 D2) 7月 4週間
中間エネルギー領域における非弾性二体散乱を中心としたメゾンーバリオン
反応のDualityを用いた取扱い
｡山本良一 (東大 工 D3)
金属中の点欠隔間の相互作用について






滞 在 時 期 予 算
(本人の希望 ) (決定 )
｡谷村 修 (日本 理工 研究生 )
α一原子核弾性散乱におけるパ リティ依存相互作用
o二宮正夫 (名大 理 D2)
｡Ieptonをprobeとするhadronの構造
o ｢新 しい相互作用の可能性｣研究会に関連して
〇･渡辺幸勇 (名大 理 研究生 )
非平衡状態における輸送現象














o青木正明 (慶応 工 M2) 10月- 12月 1ケ月
液体金属の電子状態
｡藤田重次 (StateUnivofNewYork,Buffalo) %- 3i 半月
非可逆過程の統計力学
o福山武志 (阪大 理 阪大湯川奨学生 )
重力場の量子論
出張型ア トム型研究員
｡相原良直(京大 理 研修員 )
10月=743月 2～3ケ月
無給

















































(議題 6.次期所長選考方法についての項 玉垣良三 )
-419-
掲 示 板
基 研 研 究 会
｢非線型,非平衡状態の統計力学 ｣
参 加 者 公 募
上記の研究会は.第 58回研究部員会議で承認 されました同題名の長期計画
L7)一環 として開かれ るもので
期 日 12月 10日 (月) 11日 (火)
























編 集 後 記
? ?????
先月号から発行人が松田博嗣氏か ら川崎恭持氏にバ トンタッチされました｡
松田先生には5年間 ｢物性研究｣の刊行 と, さまざまな新企画 を打ち出され.
多大の努力をされてきました｡ ここにその労 をね ぎらいたいと思 います｡物性
研究 1/0周年記念特集にその間の事情 をくわ しくうかがうことができると思い
ます｡さて.今回の 10周年記念特集には間に合いませんで したが.創刊以来
の総 目次 と著者別索引.その他 を現在製作中です｡これが出来上れば.物性研
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